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Thursday, 7 December 2023 19:00 TOPPAN HALL
19:00開演  トッパンホール

全席指定 6,000円／U-25 3,000円

FauréQuartett

12 7
2023 木

マーラー：ピアノ四重奏曲断章 イ短調

ベートーヴェン：ピアノ四重奏曲 変ホ長調 Op.16

メンデルスゾーン：ピアノ四重奏曲第3番 ロ短調 Op.3

Mahler: Klavierquartettsatz a-Moll

Beethoven: Klavierquartett Es-Dur Op.16

Mendelssohn: Klavierquartett Nr.3 h-Moll Op.3

 作
曲家早年の作品の魅力を、世界最高のピアノ・クァルテットが解く！

フォーレ四重奏団
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チケットぴあ t.pia.jp［Pコード 244-808］／イープラス eplus.jp
ローソンチケット l-tike.com［Lコード 32423］

がチェロ台に乗るという新たな試みとどれほど関連性があるのかは
わからないが、圧倒的な完成度を誇りながら、どこまでも変化し深
化しつづけようと模索する4人の姿勢にはいつも感銘を受ける。
　今回は、そのフォーレ四重奏団が大好きと公言してはばからない
メンデルスゾーン、それも第3番をメインに据えたいというリクエ
ストがあった。日頃なかなか耳にしない曲だけに、我々としても新
たな名曲の発見に繋がるきっかけとなるだろう。作曲家にとってレ
アな室内楽作品ということで作品の出来栄え以上に名が知られてい
る感の強いマーラーの《ピアノ四重奏曲断章》も彼らの手によって
その魅力が今まで以上に読み解かれるに違いない。ベートーヴェン
は、中止となった20年のプログラムに入っていた曲。以前は「現
在のレパートリーにはない」と語っていたように記憶するが、ベー
トーヴェン初期の歌謡性に満ちた曲調は、彼らの音楽性にもぴった
りなので、聴き応えのある演奏になること間違いなし。作品の再評
価となることを期待する。
　いつもながらに彼らの魅力とピアノ四重奏の醍醐味を堪能できる
公演だ。

プログラミング・ディレクター
西巻正史

　前回の来日があまりに印象的で忘れ難いフォーレ四重奏団が帰っ
てくる。2020年10月、彼らの結成25周年記念、トッパンホールの
20周年シーズン開幕コンサートとして企画した公演はコロナ禍で
来日出来ず中止となり、リベンジに臨んだのが21年12月。ところ
が、11月末をもって諸外国からの日本への入国が再び禁止される
ことになり、入国可能ギリギリのタイミングで4人はそれぞれの
ホームタウンを旅立ち日本に向かった。途中、乗り換えの空港で日
本行きの便への搭乗を阻まれ、関係機関を巻き込んでの大騒動に
なったが、彼らはそんな荒波を越え、まさに滑り込みで来日してく
れた。そこには何としても日本に行く！とがんばってくれた彼らの
気概と強い想いが込められていたように思う。実際、トッパンホー
ルの公演では、冒頭の3曲のフォーレの歌曲（編曲版）の演奏にそ
うした想いが色濃く表れていたように思えてならない。いつもなが
らの精緻で端正な表現の中に、くっきりと感情の襞が読み取れるの
がとても新鮮で新しい経験だった。メインのブラームスのハ短調の
終楽章も同様に濃厚な感情の交錯がいつも以上に読み取れた。それ
がこの時置かれた状況や、ヴァイオリン、ヴィオラが立奏しチェロ

エリカ・ゲルトゼッツァー［ヴァイオリン］
サーシャ・フレンブリング［ヴィオラ］
コンスタンティン・ハイドリッヒ［チェロ］
ディルク・モメルツ［ピアノ］FauréQuartett

フォーレ四重奏団
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